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ライノスケコノハ

Pseudophycodηs rainosukei TOKIDA 
について(予報)

三 上日出夫*

H. MrKAMI On Pseudoρhycodrys叩 inosukeiTOKIDA 

ライノスケコノハ (Pseudophycodrys問 inosuke，:)は乙れまで樺太，アリュ ーシ守ン群

島，中部千島及び南千島のジポツ島などから報告された。最近になって北大の黒木博士よ

り本種を根室花咲で得たことを伺っていたが， 筆者は1970年4月，言募多布湾、において， ラ

イノスケコノハの完熟体(雌性体及び胞子体)をかなり多量に採集することができた。従

って北海道のその他の場所にも生育している乙とが予想される。そこで，務多布の標品を

精査した結果，本種のもつ諸性質のうち，幾つかの重要なポイン トを確かめるととができ

たので報告したい。

匂ふ

Fig .1. Cystocarpic plant 
(Scale in centimeters.) 

*柑幌大学(本凶晃市西岡243-2)

Fig. 2. Tetrasporic plant 
(Scale in centimeters.) 

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XIX. No.2， 39-43， Aug. 1971 
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体の一般形態について

既に時因。により記載された如く，体は20co程に達し 1......3層の細胞よりなり，明瞭

な中肋及び側脈をもっ。中肋より新傑を割出して分岐し，中肋部分には様様細胞が豊富に

存在している。

生長点について

Fig.3は若い時期の生長点を示す。即ち，横に関節する頂細胞 (a)を有し， 第一位

列に介生分裂は無い。 しかし， 第二位列においては既に若干の介生分裂(in)が見られ

る。第二位列の頂細胞はすべて縁辺に達するが，第三位列の頂細胞は，そのすべてが縁辺

に達するとは限らない。そののち，新僚の生長がややすすんで高さ 3_程に達する頃にな

ると，生長点第ー位列の頂細胞 (a)に近く介生分裂が現われはじめる (Fig.4， in)。

プロカルプについて

本穫のプロカルプは Fig.6に示した如く，脈の中助部に沿って求頂的に形成される。

カルポゴン枝は4ケ細胞よりなり，支持細胞 (sc)は二組の中性細胞をもっている。

嚢果について

完熟褒果の構造については Fig.7に示した如くである(やや模式的)。 即ち，ゴエモ

プラストの基部には小形の癒合細胞をもち，果胞子は数ケずつ連結して生ずる。ゴニモプ

ラストの基部をとり巻く体細胞から，しきりに elongatedcellを発生し，やがてそれらは

二次的に果皮と結合する。なお，本種の褒果は中肋及び側脈の頂鍋下にそれぞれ一個のみ

を生じ， 2-3又はそれ以上の果孔をそなえている (Fig.5)。

問分胞子穫について

四分胞子畿は体の各業片の縁辺並びに服部を除き広く散在して生ずる (Fig.8) 0 Fig. 9 

は表面観察による四分胞子褒の配列を示したものである(表皮細胞は点線で示す)oFig.10 

に示したように，本種の四分胞子裂は，表皮細胞より生ずるものではなくて，体内部の pri-

mary cellから発生する。

尉織

現在，コノハノリ斜(Delesseriaceae)の分類は，プロカルプが体の中肋に沿って生ずる

Delesserieae亜税と， プロカルプが体表に散在して生ずる Nitophylleae亜斜とに二大別

されている(KYLIN)3叫

SKOTTSBERG4)は DelesseriafJhyllophora J. AGARDHに基づいて， Nitophylleae亜

税の中に PseudoPhycodrys属を設けた。一方，時国(前出〉は，当時多大の疑義を抱き

ながらも KYLINの手紙による意見を用いつつライノスケコノハを一先ず Pseudophy-
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Figs. 3-10. 3， 4， Apex of frond showing apicaJ segmentation. x 370 5， A fertiJe 
Jeaf of a cystocarpic pJant. x 1.8 6， ApicaJ part of female plant 
showing deveJopment of procarp. x 370 7， Transverse section of cysto' 
carp. x 28 8， A fertiJe Jeaf of a tetrasporic plant. x 1.8・9，Surface 
view of part of tetrasporangial sorus， with surface cortical ceJls dotted. 
x230・10，Transverse section of mature tetrasporangiaJ sorus. x 230. 
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a...apical cell ; 1-8・・・s句mentsof apical cells ; i2， i3...initiaLcells of cell rows of second 
and third order， respectively; in...intercalary cell ; c・・・cystl)田中 cc…centralcell ; pc... 
peric句協1cell ; Stcl mc， Stc2 mc...mother cells of first and second groups of sterile 
cells， respectively ; sc.. .supporti略 cell; Cblo cb.， Cb3...first， second， and third cells of 
carpc沼:onialbranch， respectively ; cp...α中句。uium;gon…gon回oblast; s...carposporangia 
; fu...fusion cell ; rc.. .el∞19ated cell ; t…tetraspor釦 gia.

codrys嵐に所属させた。その際時田は，

(1) ヲイノスケコノハでは生長点の第ー位列にタイフ祖 (P.phyllophora)に見られる

如き介生分裂がないこと。

(2) タイフ祖の褒果は体表上に散在して生ずるのに対し，ライノスケコノハでは脈上の

頂端下にのみ生ずる特性をもつこと。

などの区別点を指摘した。ところでのちに永井的は千島よりライノスケコノハを得て，そ

の材料の中でただ一度だけ介生分裂を第一位列に観察できたと報じた。さて， j露多布産の

柑斜に基づく筆者の観察によれば，ライノスケコノハの生長点は，発生段階の若い時期に

おいては，確かに第ー位列の介生分裂は見られない (Fig.3)。

しかし，やや長じて高さ 3I11IIIほどに達する頃から，頂端付近に明らかな介生分裂が発生

してくる (Fig.4. in)。

次に裂果の出現位置に関しては，ライノスケコノハでは脈の部分以外の場所にはそれを

生じない。乙のζとは本種のプロカグプの発生位置が脈上部分に限られていることを暗示

している。果せるかな幸運にも Fig.6に示したように，中肋に沿って求頂的に発生する

本種のプロカJレプ像を確認することができた。従ってライノスケコノハなるものは Nito・

phylleae亜税のメンバーではなくてDelesserieae亜税のものであることがわかる。 さら

に Fig.7に示した完熟褒果の断面をみると， ゴニモプラストの基部周辺には発達し

たelongatedcellがみられ， Delesserieae亜斜の典型的構造を示している。

一方， ライノスケコノハの四分胞子褒のオリジンについては既にのべたように， それ

はprimarycellより発生する (Fig.~O)。との点に関していえば，本種はDelesserieae 亜

税のうちの αaudea，Sarcomenia， Caloglossa， Cumathamnion 似 .1.WYNNE卸 d

K.DANIELS)的 Marionellaおよび Laingia(W AGNER)η の諸属の場合と似てい

る。ととろで， KYLIN (前出〉の検察によればDelesserieaelII!税のメンパーにおいては，

生長点の第一位列に介生分裂をもっ種類は存しないことになっている。しかしながら既に

三上自〉は，コノハノリ (Laingiapacifica)を調べて，それがフ・ロカノレフ鳴生上は明らか

にDelesserieae亜税の性質をもちながら， しかも生長点に関しては第一位列に介生分裂

を有するという極めて特異な種類であるととを報じた。ライノスケコノハとコノハノリな

どの類縁関係をはじめ，ライノスケコノハの分窺上の位置づけに関する正式な記載につい

ては改めて報じたいと思う。

最後に色々と御指導をいただいた山田幸男先生に感謝の意を表します。
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Summary 

1. Both tetrasporic and caゅω卯 ricfronds of Psωdophycodrys rainosukei TOKIDA 

were collected at Kiritappu， Hokkaido. 

2. The branches arise from the midrib. 

3. The intemal rhizoids which make up part of the midrib are present. 

4. The intercalary division occurs in the cell rows of the first order. 

5. The procarp are formed acropetally on the midrib. 

6.τ'he procarps consist of a four-celled carpogonial branch on a supporting cell， and 

two groups of sterile cells produced by the same supporting cell. 

7.τ'he carposporangia are bome in chains. 

8.τ'he elongated cells are derived from primary cells in the vicinity of the gonimo・

blasts. 

9.τ'he tetrasporangial sori are scattered on the intercostal region. The sporangial pri-

mordia are cut off from primary ceIls. 

Consequently， thepres酬 明 記iesshould .be placed in Delesserieae instead of Nito・

phyl1eae. 
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